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 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館（弁天２-１-５），港区民センター（弁天２-１‐５），港近隣センター（八幡屋１-４-２０），港区老人

福祉センター（夕凪２-５-２２），弁天町ＯＲＣ２００生涯学習センター（弁天１-２-２-700），銭湯（朝日湯除

く），港区在宅サービスセンターひまわり（弁天２-１５-１），築港地域在宅サービスステーション（築港

２-４-１６），港スポーツセンター（田中３-１-１２６），ほのぼの休憩所（八幡屋商店街内），石炭倉庫（波除６

-５-１８），シネ･ヌーヴォ（西区九条１-２０-２４），韋駄天尊（繁栄商店街内），珈琲館隠岐（磯路３-２５-６） 
 

 
 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★「いちばん住みたいまち」になってほしいか

らこその辛口予算チェック（１頁）。制約の中で９

億円を確保した区役所の努力に敬意を払いつ

つ､国政･府政･市政の中でそれがどんな位置

にあるのか､市・府議選の結果や都構想とも絡

めて､あなたなりのチェックもぜひ！ 

★｢いつもながら区役所の誠実な準備と対応､

委員の真摯な意見･質問が印象的でした｣とは

傍聴者の声。区予算から防災計画､オーク問題

まで議論された区政会議(６頁)。いわば港区

の国会みたいなもんですから､硬い内容です

けど､目を通して下されば嬉しいです。 

★行きたいけど行けない東日本大震災の被災

地。代わって行ってくれた樋口さんが迫真のル

ポ(８頁)。人影のない町､雪中の除染作業､殺

処分を拒否した牧場主…。現地を見､現地の人

と交流したからこその言葉が｢福島と繋がると

は何か｣を鋭く深く問いかけてきます。 

★春は何かと動きのある季節。労働者は春闘

(１８頁)に､業者は確定申告(２１頁)に､日頃の怒

りをぶつけました。戦争に貧困に格差､それを

深める何とかミクスに何とか構想。｢責任者出

て来い！｣と一緒に叫びたくなる記事でっせ。 

★文化記事に新顔。区在住のみっちゃんが港

の歴史に健筆をふるいます。第１回は天保の大

イベント｢大川浚え｣(４２頁)。どんなんかな？ 
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